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一般会計当初予算

96億5,374万円
歳入の内訳歳入の内訳

歳出の内訳歳出の内訳
◆平成 31年度当初予算額一覧◆

自主財源（25.2％）24億 3,056 万円

依存財源（74.8％）72億 2,318 万円
・地方交付税（42.4％）40億 9,454 万円
・地方債（5.2％）5億 70万円
・国庫支出金（11.2％）10億 8,284 万円
・県支出金（11.4％）10億 9,639 万円
・地方譲与税、地方消費税交付金、
　ゴルフ場利用税など（4.6％）4億 4,872 万円

・町税（12.3％）11億 8,390 万円
　　町民税、固定資産税、市町村たばこ税など
・繰入金（5.4％）5億 2,480 万円
　　基金繰入金
・繰越金（3.1％）3億円
・諸収入（0.4％）3,728 万円
・分担金、負担金、使用料、手数料
　財産収入など（4.0％）3億 8,457 万円

・議会費（1.2％）1億 1,297 万円
・総務費（13.2％）12億 7,866 万円
　総務管理、税務、住民基本台帳、統計調査費など
・民生費（34.6％）33億 4,542 万円
　社会福祉、児童福祉費など
・衛生費（7.2％）6億 9,060 万円
　保健衛生、清掃費など
・農林水産業費（9.6％）9億 2,540 万円
　農業、林業、水産業費など
・商工観光費（1.7％）1億 6,600 万円
　商工、観光、定住促進費など
・土木費（8.5％）8億 1,809 万円
　土木管理、道路橋りょう、住宅、下水道費
・消防費（4.1％）3億 9,292 万円
・教育費（6.9％）6億 6,722 万円
　小・中学校、生涯学習、文化財、保健体育費など
・災害復旧費（0.0％）6万円
・予備費（0.1％）800 万円

一般会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

水道事業特別会計

下水道事業特別会計

球磨郡障害認定審査事業特別会計

球磨郡介護認定審査事業特別会計

………………96億 5,374 万円

………………21億 8,441 万円

………………  1 億 9,764 万円

………………20億 5,824 万円

………………  6 億 2,005 万円

…………………  7 億 406 万円

………………………  602 万円

……………………  3,873 万円
※水道会計は収益的支出と資本的支出の合計

平成31年度 

前年度当初予算と比較すると 5％減前年度当初予算と比較すると 5％減
　今年度は町長改選の年に当たり、
当初は骨格予算です。
改選後は 6月議会で、新町長の政
策的予算として提示されます。

《平成 31年度一般会計当初予算の内訳》

生活福祉課
● 災害時の避難要支援者
   支援システム更改

68万円
使用中のソフトウェアバージョンの
サポート対応が終了するため 5年間の
リース契約で実施します。

（２）あさぎり町議会だより　No.60



総務課● 財産管理工事632万円
・老朽化した教職員住宅（皆越分校）他 2件の解体を行います。
・深田西迫町有地法面復旧工事を行います。

農林振興課
● 有機センター施設整備3,168万円

● 林道点検診断・保全整備1,015万円

堆肥を製造する施設の経年劣化による機械更新（長寿命化）を行います。

林道に架かる橋梁の点検診断及び補修・更新の委託料です。　8路線　36橋

上下水道課
● 水道管の更新 8,080万円
免田地区（吉井、大正町、久鹿、本町）4路線他の水道管更新を行います。

● 合併浄化槽維持 810万円
合併浄化槽設置世帯（下水道計画区域外）に対して、料金負担の公平性を図ります。

［歩道整備工事］・堂ノ下線
・今井中学校線

［調査設計委託］・古町永才線
・黒田古町線

建設課● 農業施設整備 1,433万円

● 通学路整備 5,500万円

百太郎溝の排水ゲートや用水路工事、清願寺の防災ダム事業
のための推砂除去工事を行います。

生徒が安心して通学できるよう道路幅員などの改良整備を行います。

教育課
● 学校施設整備 4,760万円

● 学校給食センター空調機器更新1,500万円

・児童の熱中症対策として空調未設置の学校に設置します（深田小学校・岡原小学校）。
・岡原小学校の屋外トイレや室内消火施設を改修します。

H17年度建設のセンターにある空調機器が経年劣化で故障しています。
衛生環境改善のため機器の更新を行います。

（３） 令和元年　5月発行



須恵文化ホール自主文化事業
「熊本交響楽団あさぎり公演」

（４）あさぎり町議会だより　No.60

厚生常任委員会所管課分
（町民課・生活福祉課・高齢福祉課・健康推進課）

　
　

消
防
団
と
防
災
士
の
区

別
は
明
確
な
の
か

　
　

消
防
団
は
条
例
規
則
に

基
づ
い
て
消
防
活
動
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
防
災
士
は
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
地
域

防
災
力
を
上
げ
て
い
く
組
織

で
あ
る
。

　
　

防
災
避
難
所
の
備
品
消

耗
品
と
し
て
、
液
体
ミ
ル
ク
の

対
応
は
で
き
な
い
か

　
　

可
能
で
あ
れ
ば
対
応
し

た
い
が
、
現
時
点
で
の
計
画
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
の

監
査
及
び
保
守
点
検
、
使
用
料

の
改
定
は
で
き
な
い
か

　
　

民
間
の
会
社
な
の
で
実

情
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い

な
い
が
、
近
隣
町
村
の
公
設
公

営
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
フ
レ
ッ
ツ
光

基
本
料
金
が
５,
４
０
０
円
、
公

設
民
営
が
４,
３
０
０
円
。公
設

公
営
で
一
番
低
価
格
は
３,
７

０
０
円
で
あ
る
。

　
　

ネ
ッ
ト
利
用
１,
３
０
０

件
と
あ
る
が
、
速
度
や
サ
ー

バ
ー
の
安
全
性
は

　
　

町
内
を
１,
０
０
０
メ
ガ
バ

イ
ト
に
し
て
お
り
速
度
の
問
題

は
な
い
。
住
民
情
報
に
つ
い
て

は
、
人
吉
と
熊
本
の
企
業
に
あ

る
サ
ー
バ
ー
を
使
っ
て
い
る
。

　
　

文
化
ホ
ー
ル
の
自
主
文

化
事
業
委
託
料
に
お
い
て
予

算
が
減
少
し
て
い
る
。対
策
の

強
化
を
願
う
が

　
　

今
年
度
に
お
い
て
は
老

朽
化
に
よ
る
修
理
修
繕
に
経

費
が
か
か
る
た
め
、
事
業
開
催

の
回
数
を
減
ら
し
て
よ
り
中

味
の
あ
る
開
催
に
向
け
て
検

討
し
て
い
る
。

　
　

地
域
学
校
協
働
推
進
員

の
活
動
状
況
は

　
　

社
会
教
育
の
部
門
と
し

て
、
現
在
１
名
の
推
進
員
が
学

校
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
的
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　
　

公
民
分
館
費
の
中
で
の

分
館
長
の
報
酬
及
び
仕
事
に

つ
い
て
は
こ
の
ま
ま
引
き
継

い
で
ゆ
く
の
か

　
　

分
館
長
の
専
任
は
18
名

で
、区
長
兼
任
は
34
名
。

　

各
行
政
区
に
お
い
て
老
人

会
や
子
供
会
の
交
流
会
を
計

画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
専
任

分
館
長
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

　
　

防
災
活
動
の
啓
発
は

　
　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

意
識
付
け
が
必
要
で
あ
る
。防

災
士
と
の
交
流
や
連
携
を
さ

ら
に
深
め
た
い
。

問問問 答

問問 答

問問問 答答答

答

答答

　
　

救
護
施
設
（
し
ら
が
ね
寮
）

の
費
用
と
し
て
１
億
７,
３
７
２

万
７,
０
０
０
円
か
か
っ
て
い
る

が
こ
の
経
営
状
態
を
従
来
ど
お

り
今
後
も
続
け
て
い
く
の
か

　
　

現
在
12
名
の
町
の
職
員

が
い
る
。熊
本
県
下
の
同
様
の

施
設
で
も
町
村
か
ら
他
の
経

営
形
態
に
変
わ
っ
て
き
つ
つ

あ
る
。町
と
し
て
も
ど
こ
か
の

段
階
で
あ
り
方
を
検
証
す
べ

き
だ
と
考
え
て
は
い
る
が
、
時

期
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
確
で

は
な
い
。

　
　

出
生
祝
い
金
は
第
１
子

に
つ
き
10
万
円
と
し
て
い
る
。

他
町
村
（
水
上
村
）
の
よ
う
に

第
２
子
、
第
３
子
、
第
４
子
の

子
供
に
対
し
て
金
額
が
少
し

ず
つ
多
く
な
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
町
も
そ
う
い
っ

た
検
討
を
し
た
経
緯
は
あ
る

か 答

総務文教常任委員会所管課分
（総務課・税務課・会計課・企画財政課・教育委員会）

一般会計当初予算への質疑（抜粋）

問問



（５） 令和元年　5月発行

　
　

出
生
祝
い
金
に
つ
い
て

は
平
成
28
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
５
万
円
か
ら
10
万
円
に

増
額
し
た
。町
と
し
て
は
制
度

変
更
の
検
討
は
行
っ
て
い
な

い
。

　
　

保
育
対
策
総
合
支
援
事

業
補
助
金
の
補
助
者
の
試
験

要
件
と
は

　
　

対
象
と
な
る
補
助
者
は

保
育
士
資
格
を
有
し
て
い
な

い
も
の
。原
則
と
し
て
勤
務
時

間
が
週
30
時
間
以
下
で
あ
る

こ
と
、
併
せ
て
子
育
て
支
援
員

研
修
等
の
必
要
な
研
修
を
受

講
し
た
も
の
。ま
た
、
こ
れ
と

同
等
の
知
識
及
び
技
能
が
あ

る
と
事
業
主
体
が
求
め
た
も

の
。

　
　

感
染
症
予
防
事
業
等
の

補
助
金
で
は
風
疹
の
検
査
に

つ
い
て
、
該
当
者
に
ど
う
周
知

す
る
か

　
　

風
疹
の
予
防
接
種
の
対

象
者
が
１,
４
２
０
人
（
S
37
年

４
月
2
日
か
ら
S
54
年
4
月

1
日
ま
で
）
1
年
目
は
S
47
年

4
月
2
日
か
ら
S
54
年
4
月

日
生
ま
れ
の
方
を
対
象
に
ク
ー

ポ
ン
券（
無
料
）を
お
送
り
す
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
不
足
や
受
診

者
の
殺
到
も
考
え
ら
れ
る
の

で
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
に

こ
の
よ
う
な
形
で
行
う
。

　
　

県
補
助
金
、
虫
歯
予
防
対

策
事
業
費
補
助
金
31
万
6,
０

０
０
円
と
あ
る
が
現
在
の
状

況
は

　
　

5
才
か
ら
中
学
校
3
年

生
ま
で
の
洗
口
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

　

そ
れ
と
併
せ
て
5
才
児
の
親

子
虫
歯
予
防
教
室
を
町
内
す
べ

て
の
保
育
園
や
こ
ど
も
園
と
、

小
学
校
全
学
年
と
中
学
1
年
生

に
つ
い
て
も
歯
科
衛
生
士
を
派

遣
し
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を

行
っ
て
い
る
。又
、む
し
歯
に
つ

い
て
は
1
才
半
で
10
年
前
は

2

.

14
%
が
平
成
28
年
度
は

0
%
に
。
中
学
1
年
生
で
は
10

年
前
は
81.

52
％
（
3.

08
本
）
が

平
成
29
年
は

49.

03
％
（
1

.

12

本
）
と
か
な
り
減
っ
て
き
て
い

る
が
、県
、国
と
比
較
す
る
と
ま

だ
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
で

今
年
度
は
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

大
会
が
入
っ
て
い
な
い
が

　
　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
は

じ
め
て
10
年
近
く
な
る
が
、
最

近
参
加
者
が
固
定
化
し
て
お

り
、
運
動
習
慣
に
つ
い
て
は
散

歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
さ
れ
る
方

も
増
え
て
き
て
い
る
た
め
本
事

業
は
取
り
や
め
を
し
た
。

　
　

生
ご
み
の
収
集
運
搬
の

委
託
料
の
で
、
収
集
を
免
田
地

区
と
上
地
区
（
3
地
区
）
か
ら

今
後
他
地
区
に
も
広
げ
て
い

く
考
え
は

　
　

町
営
住
宅
周
辺
へ
の
呼

び
か
け
を
考
え
て
い
る
。対
象

地
区
へ
の
転
入
・
転
居
者
へ

の
協
力
依
頼
は
、引
き
続
き
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　

子
育
て
支
援
情
報
誌
に

つ
い
て
用
紙
、
印
刷
の
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
と

の
話
が
あ
っ
た
が
、
予
算
化
が

な
い
が

　
　

子
育
て
に
関
係
す
る
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
手
づ
く
り
で

作
っ
て
る
情
報
誌
。現
在
掲
載

内
容
の
更
新
作
業
を
行
っ
て

い
る
。本
年
度
は
、
さ
ら
に
見

や
す
い
内
容
で
手
づ
く
り
で

と
考
え
て
い
る
。

　
　

歯
科
口
腔
検
診
は
認
知

症
の
予
防
に
も
な
る
と
聴
い

て
い
る
が

　
　

高
齢
者
に
な
る
と
誤
嚥

せ
い
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
い
。

　

口
腔
内
が
不
潔
な
状
態
に

な
る
と
細
菌
も
感
染
し
て
肺

炎
を
お
こ
し
や
す
い
の
で
、
高

齢
者
の
方
の
お
口
の
中
の
健

康
を
見
直
し
て
い
た
だ
く
意

味
で
健
康
診
査
を
行
っ
て
い

る
。

問問 答答

問答

問

問 問答

問答

答

答

答

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
特
別
会
計
予
算ご

え
ん

は
い
え
ん



あさぎり駅前広場

岡原小学校ブロック壁

（６）あさぎり町議会だより　No.60

建設経済常任委員会所管課分
（農業委員会・商工観光課・農林振興課・建設林業課・上下水道課）

　
　

農
業
委
員
の
制
度
改
正
に
よ

り
変
っ
た
点
は

　
　

こ
れ
ま
で
事
務
局
で
行
っ
て

い
た
利
用
権
設
定
の
更
新
等
も
、

委
員
の
活
動
に
含
ま
れ
る
様
に
な

り
、
対
面
活
動
と
し
て
有
効
で
あ

る
。
委
員
の
活
動
記
録
を
基
に
報

酬
も
改
正
さ
れ
た
。

　
　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
農
家
の
法
人
化
に
向
け
た

取
り
組
み
は

　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
農
業
法

人
化
検
討
委
員
会
の
設
置
を
行
い

モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
推
進
し
て

い
る
。
今
後
は
J
A
や
県
関
係
機

関
と
協
力
を
行
い
農
業
法
人
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
　

農
林
振
興
補
助
金
の
農
業
機

械
施
設
整
備
事
業
の
効
果
と
そ
の

後
の
計
画
は

　
　

29
年
度
か
ら
の
事
業
で
本
年

度
が
最
終
の
年
度
で
あ
る
。
導
入

後
３
年
間
は
事
業
の
実
施
状
況
を

報
告
し
て
頂
き
状
況
を
把
握
し
、

農
業
振
興
に
努
め
る
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
材
派
遣

は
ど
の
様
に
調
整
し
て
い
る
の
か

　
　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
派
遣

事
業
は
30
年
５
月
に
開
始
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
密
に

連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
行
っ
て

い
る
。

　
　

シ
イ
タ
ケ
農
家
へ
の
支
援
状

況
は

　
　

30
年
度
は
原
木
採
取
の
要
望

が
農
家
３
名
の
申
請
で
あ
っ
た
。

部
会
と
の
研
修
会
等
も
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
の

方
々
の
就
業（
定
住
）の
計
画
は

　
　

31
年
度
に
起
業
し
た
い
と
い

う
意
向
が
あ
る
。
定
住
に
向
け
た

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

駅
前
駐
車
場
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か

　
　

２
月
末
現
在
で
延
べ
８,
５
０

０
台
の
利
用
実
績
で
あ
る
。
調
査

す
る
時
間
帯
を
再
検
討
す
る
。

　
　

あ
さ
ぎ
り
駅
前
広
場（
芝
生
）

の
芝
張
り
を
行
っ
た
後
は
駐
車
場

に
出
来
る
の
か

　
　

今
回
、
傷
ん
だ
部
分
の
み
芝
を

張
り
替
え
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
開

放
は
可
能
で
あ
る
。

　
　

地
域
で
は
フ
ッ
ト
パ
ス
を
行

う
団
体
が
活
動
さ
れ
て
い
る
が
対

応
は

　
　

現
在
フ
ッ
ト
パ
ス
研
究
会
の

方
と
打
合
せ
を
行
い
、
協
力
で
き
る

部
分
は
全
面
的
に
協
力
し
た
い
。

　
　

合
併
浄
化
槽
維
持
管
理
補
助

金
に
つ
い
て
、
補
助
交
付
の
要
綱

の
整
備
と
通
知
等
は
今
後
ど
の
様

に
す
る
の
か

　
　

下
水
道
計
画
区
域
外
の
3
3

6
戸
を
対
象
に
世
帯
状
況
の
調
査

を
行
い
、
所
定
（
管
理
費
部
分
）
の

計
算
を
し
、
対
象
世
帯
へ
通
知
を

行
う
。

　
　

住
宅
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク

形
成
事
業
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
危
険
度
判
定
に
つ
い
て
は

　
　

地
域
や
通
学
路
、
避
難
路
周

辺
等
8
項
目
の
点
検
項
目
表
で
確

認
し
て
い
た
だ
く
。
点
検
項
目
は

広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
す
る
。

問

問 問

問問

問 問

問問

問問 答答答

答 答

答 答

答答

答答



・
病
院
や
薬
局（
医
療
機
関
）窓

口
で
の
医
療
費
の
支
払
い
を

必
要
と
せ
ず
、
医
療
機
関
と

役
場
の
間
で
医
療
費
の
請
求

と
支
払
い
が
行
わ
れ
る
。

・
医
療
機
関
窓
口
で
医
療
費
を

お
支
払
い
後
、
保
護
者
が
役

場
に
申
請
し
、
役
場
が
保
護

者
に
支
払
う
。

（７） 令和元年　5月発行

　
　

観
光
Ｐ
Ｒ
用
航
空
撮
影
業
務

委
託
料
に
計
上
し
て
い
る
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
は

　
　

防
災
の
観
点
で
は
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
や
倒
壊
し
た
建
物
の
撮
影
、

観
光
の
観
点
や
交
通
、
道
路
等
の
林

務
関
係
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
用

が
考
え
ら
れ
る
の
で
関
係
各
課
と
連

携
を
図
り
た
い
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
の
増
加
や
現
物

給
付
か
ら
償
還
払
い
に
移
っ
て
か
ら

の
状
況
の
把
握
は

　
　

29
年
度
の
金
額
は
５,
６
１
４

万
５,
５
７
０
円
。
そ
の
う
ち
０
歳

か
ら
３
歳
ま
で
が
28
％
、
４
歳
か

ら
６
歳
児
で
17
％
、
小
学
生
40
％
、

中
学
生
以
上
が
15
％
を
占
め
て
い

る
。
ほ
か
の
町
村
と
同
様
に
申
請

の
手
続
き
面
が
課
題
で
あ
る
。

  

※
1 

現
物
給
付

  

※
2 

償
還
払
い

　
　

災
害
対
策
費
用
保
険
の
対
応

範
囲
は
ど
こ
ま
で
か

　
　

31
年
度
よ
り
災
害
基
本
法
に
基

づ
い
て
、
避
難
指
示
、
避
難
勧
告
、

避
難
情
報
を
発
令
し
た
際
に
要
し
た

費
用
に
対
し
て
補
填
を
受
け
る
も
の
。

ま
た
避
難
者
の
方
々
へ
の
炊
き
出
し
、

食
品
の
提
供
ま
た
飲
料
水
の
供
給
等

も
含
め
避
難
所
の
運
営
に
当
た
る
職

員
に
つ
い
て
の
事
務
経
費
も
対
象
と

な
る
。

　
　

あ
さ
ぎ
り
駅
前
広
場
の
芝
張

り
替
え
に
伴
っ
て
、
若
者
が
ス
リ
ー

オ
ン
ス
リ
ー
な
ど
で
き
る
よ
う
な
環

境
作
り
は

　
　

現
時
点
で
は
傷
ん
だ
と
こ
ろ

の
補
修
の
み
で
あ
る
が
、
今
後
の

活
用
な
ど
も
含
め
て
再
度
着
工
す

る
際
に
は
事
前
に
検
討
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

　
　

各
課
が
管
理
す
る
施
設
の
委

託
料
削
減
の
取
り
組
み
は

　
　

公
共
施
設
に
お
け
る
総
括
的

管
理
の
委
託
方
法
は
、
各
担
当
課
の

施
設
担
当
者
と
の
協
議
の
中
で
検
討

を
進
め
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
施
設

を
そ
れ
ぞ
れ
発
注
す
る
際
に
一
つ
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
課

を
越
え
て
協
議
を
し
た
。
し
か
し
、

作
業
の
時
期
等
も
あ
り
総
括
的
な
取

り
組
み
に
は
至
っ
て
な
い
。

　

施
設
の
管
理
委
託
に
つ
い
て
は
長

期
継
続
契
約
の
導
入
を
進
め
て
い
る

た
め
委
託
料
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。

　
　

農
業
機
械
導
入
の
補
助
と
法

人
化
集
積
に
つ
い
て
の
見
通
し
は

　
　

農
業
機
械
関
係
の
導
入
に
つ

い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
把
握
を
し

て
い
る
。

　

国
で
も
地
域
の
話
し
合
い
を
強

化
し
て
農
地
の
集
積
を
図
っ
て
い

く
目
標
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

農
地
の
点
在
を
集
約
で
き
る
よ

う
な
方
向
で
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
は
農
家
の
方
々
の
出
席
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
農
業

委
員
会
や
農
地
の
貸
し
手
の
方
に

も
参
加
協
力
を
呼
び
か
け
て
農
地

集
積
を
図
り
た
い
。

　
　

農
業
振
興
事
業
補
助
金
の
大

豆
等
の
補
助
金
は
継
続
し
て
い
く

の
か

　
　

大
豆
、
大
麦
栽
培
も
Ｊ
Ａ
と

振
興
協
議
会
の
中
で
協
議
し
た
い
。

　

ハ
ウ
ス
の
小
物
野
菜
の
補
助
は

農
業
機
械
施
設
整
備
事
業
の
中
で

一
緒
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
３

年
間
と
い
う
条
件
。
30
年
度
に
お

い
て
は
１
件
の
み
活
用
。
新
年
度

に
は
広
報
紙
な
ど
で
お
伝
え
し
、

あ
ま
り
効
果
が
な
け
れ
ば
違
う
考

え
で
取
り
組
み
た
い
。

問問 答

問 問答 答

問 問答 答

問答

答

総　括　質　疑

※
1

※
2



財政調整基金他積立金

清願寺ダム防災事業負担金

病院事業負担金

乗合タクシー運行事業

保育所等整備事業補助金

産地パワーアップ事業

担い手確保・経営強化支援事業

農業農村整備排水路改修事業

舗装補修事業

道路改良事業

公共土木施設災害復旧事業

　 　 　 １ 億 ７ ９ ５ 万円

１ , １ ４ ０ 万円

１ , １ ２ ４ 万円

１ ３ ８ 万円

１ , ８ ０ ４ 万円

４ ０ ９ 万円

１ , ９ ２ ６ 万円

　 ７ １ ０ 万円

１ , １ ６ ５ 万円

３ ９ ３ 万円

２ , ７ ２ ０ 万円

平成３０年度第９回会議表決 （抜粋）

平成３０年度 一般会計補正予算 （第１３号）

歳入歳出予算の総額に１億４,０９７万円を追加

繰越明許費 （３１年度に繰越して事業実施）

事　　　業　　　名 歳 出 の 主 な も の

農業次世代人材投資事業補助金返還金

　 　 　 ７ ８ 万円

事　　　業　　　名 歳 出 の 主 な も の

事　　　業　　　名 歳 出 の 主 な も の

平成３０年度 一般会計補正予算 （第１４号）
歳入歳出予算の総額に２４０万円を追加

………………１１２億９,８７６万円

繰越明許費補正

平成３０年度あさぎり町一般会計補正
予算（第１３号）について

あさぎり町ふれあい福祉センター条例
の一部を改正する条例の制定について
平成３０年度あさぎり町一般会計補正
予算（第１４号）について
町道宮床線・吉井亀の甲線交差点改良
要望書について

久
保
田

溝 

口
奥 

田
小
見
田

皆 

越
永 

井
豊 

永
森 

岡
小 

出
久 

保
橋 

本
加
賀
山

難 

波
市 

岡
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

氏 名
議 案

「臓器移植の環境整備を求める意見書」について

平成３１年度あさぎり町一般会計予算について

あさぎり町防災基本条例の制定について

農業用ハウス強靭用緊急対策事業補助金

１ ６ ２ 万円

事　　　業　　　名 歳 出 の 主 な も の

（８）あさぎり町議会だより　No.60



地域の要望を受けて調査を行った交差点

発議・請願・要望
3月会議で審議された2件の結果をお知らせします。

臓器移植の環境整備を求める意見書について発 議

　本要望箇所の交差点周辺は、住宅が密集しており、民間企業も隣接しているため、朝・夕は非常に
交通量が多い路線である。特に、あさぎり中学校開校以降は、多くの中学生が通学路として通行して
おり、危険性も増大している。そのような中、２９年にはバイクと乗用車の衝突により死亡事故も発
生した地点でもある。
　委員会でも現地調査及び交通量調査を実施し、建設
課から事業の進捗現状や地権者の意向など報告を求め
これまで協議を重ねてきた。
　安全確保のためには全面的な交差点改良が望まれる
が、用地買収も必要となり容易ではない状況である。し
かしながら今後は交差点改良の整備計画を進めるとと
もに、現地の交通安全施設等のさらなる整備充実を図
り、地域住民の方々の交通安全を確保していくことが
重要であると判断し、本要望書を採択とした。

町道宮床線・吉井亀の甲線交差点改良要望書要 望

　臓器移植を国民にとって安全で身近なものとして定着させるため、臓器移植に係る啓発を行
い、臓器提供施設における体制の整備、臓器提供者やドナーへのアフターケアーなど個々にきめ
細かい支援を行うことを求めるため。
（衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・厚生労働大臣へ提出）

（９） 令和元年　5月発行

議 案
第 54号

あさぎり町防災基本条例の制定について

条例の制定 抜粋

防災・減災対策についての基本理念を定め、町民、事業者、町の責務を明らかにし、
災害に強い地域社会を構築するため、本条例を制定

議 案
第 47号

あさぎり町課設置条例の一部を改正する条例の制定について議 案
第 53号

あさぎり町立小学校児童の社会体育に関する検討委員会設置条例の制定について
あさぎり町立小学校児童が参加する社会体育について、円滑な運営及び成果の確保を目
指し、中立公正な立場で関係者に意見を求めるため、本条例を制定

議 案
第 48号

あさぎり町高齢者コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について

福祉関係の総合的な相談に対応するため、本条例の一部を改正

高齢者コミュニティセンター高山荘の機能を廃止するため、本条例の一部を改正

議 案
第 75号

あさぎり町ふれあい福祉センター条例の一部を改正する条例の制定について
温泉閉館に伴い、本条例の一部を改正



老後の看取り後の行政手続きと
　　残された家や家具等の処分は 久保　尚人　議員

く　ぼ　　 な お と

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問します。

※一般質問の文章については、質問者の責任においてそのまま記載とします。

一
般
質
問

あ
さ
ぎ
り
町
で

は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
人
口
比
率
が

年
々
4
割
に
近
づ
い
て

い
る
。
他
町
村
在
住
で

町
内
に
年
老
い
た
親
を

持
ち
、
定
期
的
に
あ
さ

ぎ
り
町
に
帰
省
す
る
境

遇
の
人
達
も
多
い
。
そ

の
親
に
不
幸
が
訪
れ
た

場
合
に
、
葬
儀
の
ほ
か

に
も
多
く
の
行
政
手
続

き
や
家
屋
、
そ
し
て
家

具
の
処
分
、
金
融
商
品

の
解
約
な
ど
非
常
に
多

く
の
煩
雑
な
作
業
が
帰

省
中
の
極
め
て
短
い
間

に
処
理
を
迫
ら
れ
る
状

況
と
な
る
。
通
常
の
生

活
で
は
、
経
験
し
な
い

だ
け
に
多
く
の
手
間
と

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
の
は
想
像
に
難
し
く

な
い
。
不
意
の
こ
の
不

幸
な
出
来
事
に
慌
て
な

い
よ
う
に
行
政
サ
イ
ド

か
ら
手
助
け
が
で
き
な

い
か
。

町
民
課
に
死
亡

の
届
け
出
に
お

出
で
い
た
だ
い
た
際
に

火
葬
許
可
証
を
お
渡
し

す
る
が
、
そ
れ
と
一
緒

に
法
務
局
で
の
相
続
登

記
に
関
す
る
お
知
ら
せ

と
町
民
課
で
作
成
し
て

い
る
（
必
要
な
行
政
関

係
の
手
続
き
の
概
要
）

一
覧
表
に
ま
と
め
た
も

の
を
お
渡
し
し
て
い
る
。

　
対
象
者
の
方
ご
と
に

手
続
内
容
が
異
な
る
た

め
関
係
課
や
関
係
機
関
、

そ
れ
ら
手
続
き
に
必
要

な
内
容
な
ど
を
記
載
し

て
い
る
。

　
又
、
住
民
異
動
の
際

利
用
し
て
い
る
窓
口
案

内
シ
ス
テ
ム
は
総
合
窓

口
を
開
設
し
た
時
に
的

確
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
製
作
し
た
も
の
で
全

課
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。 

改
良
を

加
え
な
が
ら
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

当
事
者
の
気
持

ち
を
慮
り
な
が

ら
、よ
り
良
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
れ
ば
と
考

え
る
。金
融
関
係
、
電
気

や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
携
帯
電
話
な
ど
の
継

続
的
な
契
約
サ
ー
ビ
ス

の
解
約
な
ど
も
案
内
の

中
に
載
せ
る
こ
と
で
、
残

さ
れ
た
人
た
ち
が
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

続
き
が
、
漏
れ
に
く
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。本
な

ど
は
一
括
で
引
き
取
っ

て
査
定
し
て
買
い
取
っ

て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が

あ
っ
た
り
、
家
の
中
の
家

財
道
具
を
丸
ご
と
査
定

し
て
買
い
取
り
ま
す
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

た
業
者
さ
ん
も
あ
る
。

窓
口
で
相
談
を

受
け
た
際
に
は
、

連
絡
先
等
々
を
お
伝
え

し
直
接
手
続
き
を
と
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
伝
え

て
い
る
。

町
民
課
で
資
料

を
集
め
て
様
々

な
相
談
に
乗
れ
る
よ
う

な
体
制
を
と
っ
て
、
総

合
窓
口
に
相
談
に
来
ら

れ
た
方
々
の
よ
き
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
手

続
き
の
中
で
、
課

を
越
え
て
関
係
部
署
等

と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
今
後
も
や
っ
て
い
き

た
い
。

問

問

問

町
民
課
長

町
民
課
長

町
民
課
長

お
も
ん
ば
か

火葬許可証を役場窓口で渡すときに一緒にお渡しする
今後の行政手続きに関するお知らせ
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な
ぜ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

再
編
事
業
は
遅
れ
て
い
る
の
か

小見田　和行　議員
こ　み　た　   か ず ゆ き

一般質問9人が登壇

一
般
質
問

20分の距離

9時 55分到着
（停留所）（停留所）

10分の距離

10分の距離

10分の距離

15分の距離

9 時 45 分に
ご自宅に参ります。

9時 30分に
ご自宅に参ります。

10時に病院に
行きたい。

10時過ぎに
デパートに
行きたい。

10 時 05 分到着（停留所）（停留所）

デマンド交通の運行システム（例）

デ
マ
ン
ド
バ
ス
事
業

は
30
年
度
当
初
予
算

に
計
上
さ
れ
、
議
会
で
可
決

さ
れ
て
も
年
度
内
に
運
行
が

な
さ
れ
て
い
な
い
が
。

公
共
性
、
公
平
性
を
考

え
て
低
価
格
の
提
供

を
す
べ
き
と
思
っ
て
き
た
が
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
、
民
間
バ
ス
会
社
等
と
の

協
議
を
行
う
中
で
難
し

い
課
題
も
あ
り
、
ま
だ

運
営
に
至
っ
て
い
な

い
。

バ
ス
会
社
等
と

の
協
議
を
行
い
、

見
通
し
が
付
い
て
か
ら

議
会
に
予
算
を
出
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
。

振
り
返
っ
て
み

れ
ば
、
事
前
に
バ

ス
会
社
の
感
触
を
得
た

上
で
予
算
を
執
行
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た

と
思
う
。ふ

れ
あ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
温
華

乃
遥
温
泉
）
の
再
編
に

つ
い
て
も
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
整
備
計
画
策

定
の
支
援
業
務
を
委
託

し
、
住
民
と
の
意
見
交

換
会
、
説
明
会
を
行
い
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
31
年

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
と
公
表
さ
れ

て
い
た
が
、
30
年
度
末

に
至
っ
て
も
基
本
設
計

予
算
す
ら
上
程
さ
れ
て

い
な
い
が
。

温
泉
が
無
く
な
っ

た
と
し
て
も
岡

原
地
区
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
元
気
を
保
つ
に
は

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
検
討
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
匹
敵

す
る
ぐ
ら
い
の
活
性
化

案
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

任
期
中
に
方
向
性
を
示

し
た
い
。町

に
は
、
そ
の
権

限
に
属
す
る
事

務
を
管
理
し
執
行
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
み
ず

か
ら
の
判
断
と
責
任
に

お
い
て
誠
実
に
行
う
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
（
法
１
３
８
条
の

２
）
今
後
の
町
の
事
業

を
執
行
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
町
民
の
意
見
聴
取
、

住
民
説
明
会
等
の
過
程

を
踏
ま
え
、
町
か
ら
出

さ
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
は
慎
重
に
丁
寧
に
精

査
し
な
が
ら
行
わ
な
い

と
大
幅
な
遅
れ
、
変
更

等
に
住
民
の
町
へ
の
信

頼
が
失
墜
す
る
事
も
危

惧
す
る
が
。

行
政
の
仕
事
は
町

が
こ
れ
で
い
い
と

思
っ
て
も
、
そ
う
な
ら
な

い
場
面
も
多
く
あ
る
。期

限
を
決
め
て
事
に
当
た

る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
そ

れ
な
ら
そ
れ
な
り
の
理

由
と
課
題
を
明
確
に
し

て
日
程
を
決
め
る
べ
き

か
と
思
う
。

小
学
校
運
動
部
活
動
の
社

会
体
育
移
行
に
つ
い
て
。

そ
の
他
の
質
問

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長
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空き家対策について

一
般
質
問

奥田　公人　議員
おく だ　    き み と

空
き
家
は
地
域

の
景
観
を
損
な

う
ば
か
り
で
な
く
、
盗

難
や
空
き
家
火
災
の
原

因
と
も
な
り
、
放
っ
て

お
け
な
い
物
件
で
あ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
等
で
生

か
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
定
住
促
進
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と

も
で
き
る
と
思
う
。
空

き
家
対
策
に
つ
い
て
町

長
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。

空
き
家
の
有
効

な
再
利
用
を
し

て
い
く
取
り
組
み
を
す

る
べ
き
で
あ
る
が
、
町

が
そ
こ
に
手
を
入
れ
る

と
際
限
な
く
費
用
が
か

か
る
。
活
用
で
き
る
も

の
は
し
っ
か
り
活
用
し

な
が
ら
、
残
っ
た
案
件

は
い
ろ
い
ろ
な
制
度
上

の
移
行
を
見
な
が
ら
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
く

べ
き
と
思
う
。

現
在
、
何
件
ぐ

ら
い
の
空
き
家

が
存
在
す
る
の
か
。

平
成
30
年
度
末

の
把
握
数
は
４

８
９
戸
に
な
っ
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

平
成
29
年
９
月

に
空
き
家
バ
ン

ク
の
登
録
を
開
設
し
て

い
る
。
平
成
29
年
12
月

の
時
点
で
は
物
件
登
録

が
１
件
、
利
用
者
登
録

が
３
件
で
、
現
在
平
成

30
年
の
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
に
「
空
き

家
バ
ン
ク
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
」
と
い
っ
た
啓

発
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

同
封
し
た
結
果
、
物
件

登
録
が
４
件
、
利
用
者

登
録
が
８
件
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

火
災
等
の
災
害

に
遭
っ
た
家
が

撤
去
さ
れ
な
い
ま
ま
放

置
さ
れ
た
り
、
倒
壊
寸
前

の
家
が
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
存
在
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
大
変
情
け
な

い
気
持
ち
に
な
っ
て
い

る
。
神
殿
原
地
区
に
１

件
、
今
井
地
区
に
１
件
の

計
２
件
の
火
災
残
建
造

物
が
存
在
し
て
お
り
地

区
住
民
の
方
か
ら
も
ど

う
に
か
な
ら
な
い
か
と

い
う
質
問
を
よ
く
聞
く

が
、
町
と
し
て
撤
去
の
指

導
は
し
て
い
る
の
か
。ま

た
強
制
撤
去
は
で
き
な

い
の
か
。

案
件
に
つ
い
て

は
町
も
把
握
し

て
い
る
が
、
指
導
に
つ

い
て
は
法
律
・
条
例
で

も
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
は
、
第
一
義

的
に
管
理
者
も
し
く
は

所
有
者
の
方
が
適
切
に

管
理
す
る
の
が
一
番
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

何
回
も
お
願
い
し
て
い

る
が
改
善
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
解
体
撤
去
は

法
律
等
に
よ
り
条
例
に

も
規
定
し
て
お
り
代
執

行
は
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
経
費

に
つ
い
て
は
管
理
者
の

方
に
求
償
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

火災後に放置された家屋

問

問

問

問 総
務
課
長

総
務
課
長

商
工

観
光

課
長

町
長
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町の行事、
イベント開催に
ついて

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
自
立
は

小出　高明　議員
こいで　たかあき

一
般
質
問

あ
さ
ぎ
り
町
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
農
業
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
務
委
託
、
ト
ラ
ク
タ
ー

ア
ー
ム
型
草
払
作
業
、

農
作
業
支
援
隊
に
よ
る

受
託
作
業
等
、
農
家
の

支
援
を
し
て
も
ら
い
感

謝
し
て
い
る
。今
後
、
高

齢
化
に
よ
る
労
働
力
不

足
解
消
に
期
待
が
高
ま

る
中
、
支
援
セ
ン
タ
ー

が
軌
道
に
乗
る
ま
で
は

町
の
支
援
も
必
要
だ
と

思
う
。し
か
し
、
い
つ
か

は
自
立
し
て
や
っ
て
い

け
る
様
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。そ
の
事
で
、

上
合
併
記
念
公
園
周
辺

に
広
い
土
地
が
あ
り
、

記
念
碑
の
奥
に
、
4
ha

程
荒
れ
た
土
地
が
、
耕

作
放
棄
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
土
地
を
先

程
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の

自
立
に
向
け
、
貸
し
付

け
を
行
わ
な
い
、
受
託

作
業
と
競
合
し
な
い
、

例
え
ば
栗
等
を
栽
培
し
、

数
年
後
に
収
穫
ま
で
出

来
れ
ば
、
町
か
ら
の
助

成
も
必
要
な
く
、
自
立

で
き
る
と
思
う
が
。

こ
の
土
地
に
関

し
て
は
、
も
っ
と

使
い
道
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
課
題
を

残
し
な
が
ら
現
状
に

至
っ
て
い
る
。
あ
い
ま

い
に
残
る
事
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
契
約
内
容
も

再
度
確
認
し
て
お
き
た

い
。
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
各
担
当
課
ご
と

に
知
恵
を
出
し
て
い
く
。

年々参加者が少なくなってきている町内一周駅伝大会

合併記念公園周辺の現状

問

町
長

あ
さ
ぎ
り
町
が

合
併
し
て
16
年

に
な
る
が
、
町
の
行
事

や
催
し
は
、
旧
町
村
か

ら
の
継
続
で
、
年
間
を

通
し
て
か
な
り
多
く
開

催
さ
れ
、
し
か
し
時
に

は
同
じ
日
に
二
つ
の
行

事
が
重
な
っ
た
り
、
せ
っ

か
く
開
催
し
て
も
、
町

民
の
参
加
が
少
な
か
っ

た
り
と
、
残
念
な
面
も

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ

か
ら
の
事
を
考
え
、
も
っ

と
行
事
等
の
見
直
し
が

出
来
な
い
か
。

　
今
ま
で
行
っ
て
き
た

の
を
減
ら
す
と
い
う
の

は
大
変
難
し
い
面
も
あ

る
が
、
行
事
の
消
化
で

終
わ
ら
な
い
た
め
に
も
、

見
直
し
出
来
る
所
は
思

い
切
っ
て
見
直
し
、
や
る

側
と
参
加
者
が
一
緒
に

な
っ
た
も
の
に
な
る
様

に
今
後
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

合
併
し
た
町
と

い
う
事
で
、
郡
内

町
村
の
中
で
一
番
多

か
っ
た
ん
だ
と
思
う
。

加
え
て
様
々
な
全
体
行

事
も
あ
り
、
行
事
が
多

い
町
と
い
う
事
は
痛
感

し
て
い
る
。
少
し
ず
つ

見
直
す
こ
と
も
必
要
。

問

町
長
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人吉球磨定住自立圏構想の現状は

永井　英治　議員
ながい　   えいじ

一
般
質
問

人
吉
球
磨
定
住

自
立
圏
構
想
が

策
定
さ
れ
て
4
年
経
過

し
て
い
る
が
、現
状
は
。

こ
の
事
業
は
、
人

吉
球
磨
圏
域
の
10

市
町
村
に
よ
り
策
定
し

た
定
住
自
立
圏
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
、
地
域
全
体

で
医
療
・
福
祉
・
教
育

等
、
生
活
機
能
の
強
化

や
、
交
通
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
や
、
圏
域
内

の
住
民
の
交
流
・
人
材

の
育
成
等
、
人
口
定
住
に

必
要
な
生
活
機
能
の
確

保
に
取
り
組
む
も
の
で

あ
る
。

　
平
成
30
年
度
に
お
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

議
に
お
い
て
各
事
業
の

進
捗
状
況
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重

要
業
績
評
価
指
標
）
の
確

認
を
行
っ
た
。

　
現
在
は
、
項
目
ご
と
に

担
当
市
町
村
が
あ
る
の

で
各
市
町
村
に
任
せ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

現
在
4
年
が
経
過
し
て

い
る
の
で
、
来
年
度
に

向
け
て
事
業
の
見
直
し

や
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
進
捗
管

理
を
行
っ
て
改
定
に
向

け
て
協
議
を
す
る
。

農
業
分
野
で
「
有

害
鳥
獣
の
圏
域

全
体
で
の
一
斉
捕
獲
」

「
市
町
村
境
界
で
の
共

同
に
よ
る
防
護
柵
の
設

置
」
と
あ
る
が
、
現
状

は
。

一
斉
捕
獲
は
９
月

と
３
月
の
２
回
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
防

護
柵
に
お
い
て
は
、
山

と
農
地
の
境
界
に
広
域

的
に
防
護
柵
を
設
置
す

る
事
を
国
が
認
め
な
い

状
況
な
の
で
、
農
地
を

囲
む
防
護
柵
で
対
応
し

て
い
る
。

圏
域
で
対
策
を

打
つ
の
が
ベ
ス

ト
だ
と
思
う
。地
元
の
実

情
を
国
に
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
。

鳥
獣
害
被
害
対

策
関
係
は
、
事
務

局
が
湯
前
町
で
あ
る
の

で
、
担
当
者
の
会
議
の

中
で
申
し
出
を
し
た
い
。

観
光
振
興
に
つ

い
て
は
、
個
々
の

市
町
村
よ
り
も
人
吉
球

磨
全
域
で
の
取
り
組
み

が
有
利
だ
と
思
う
が
。

現
在
、
日
本
遺
産

人
吉
球
磨
観
光

地
域
づ
く
り
協
議
会

と
、
人
吉
球
磨
地
域
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

議
会
が
あ
り
、
行
政
と

民
間
が
連
携
し
た
動
き

に
な
っ
て
い
る
。
人
吉

球
磨
の
知
名
度
を
上
げ

る
施
策
と
し
て
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
や
ガ
イ
ド

ア
プ
リ
の
開
発
に
よ
り
、

情
報
発
信
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
各
市
町
村
に
点
と
し

て
存
在
す
る
観
光
の
資

源
（
観
光
地
）
を
、
線
と

し
て
結
ん
だ
コ
ー
ス
を

た
く
さ
ん
作
り
、
併
せ

て
あ
さ
ぎ
り
町
の
観
光

資
源
を
う
ま
く
活
用
で

き
る
よ
う
に
観
光
Ｐ
Ｒ

を
進
め
て
い
き
た
い
。

町
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に

つ
い
て

鹿に荒らされた稲

そ
の
他
の
質
問

問

問

問

問

企
画

財
政

課
長

農
林

振
興

課
長

商
工

観
光

課
長

農
林

振
興

課
長
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「あさぎり町音頭」
　　　　の制定を

貴
重
な
未
指
定
文
化
財
を
町
の
文
化
財
に
指
定
を

溝口　峰男　議員
みぞぐち　  み ね お

一
般
質
問

       

町
の
文
化
財
に

は
、
有
形
文
化
財
、

無
形
文
化
財
、
無
形
の

民
俗
文
化
財
や
、
有
形

民
俗
文
化
財
、
史
跡
名

勝
、
天
然
記
念
物
等
々

多
く
の
文
化
財
が
あ
る

が
維
持
管
理
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

縄
文
時
代
以
前

か
ら
の
文
化
財

も
数
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
あ
さ
ぎ
り
町
は
文

化
財
の
宝
庫
で
あ
る
。

鬼
の
釜
古
墳
・
才
園
古

墳
群
、
宮
原
観
音
堂
や

荒
茂
毘
沙
門
堂
の
建
造

物
や
仏
像
は
町
外
の
方

か
ら
も
親
し
ま
れ
て
お

り
、
先
人
が
残
し
た
文

化
財
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
こ
と
は
私
た
ち
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
文
化

財
の
整
備
や
保
護
に
努

め
て
い
く
。

指
定
文
化
財
が

１
５
０
件
あ
る
。

文
化
財
保
護
条
例
に

よ
っ
て
所
有
者
の
責
任

で
管
理
し
て
い
る
。

旧
町
村
で
文
化

財
の
調
査
が
行

わ
れ
冊
子
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
冊
子

の
中
に
も
貴
重
な
文
化

財
が
あ
る
が
、
町
の
文

化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
な
い
。
文
化
財
保

護
審
議
会
で
再
調
査
は

で
き
な
い
か
。

文
化
財
保
護
審

議
会
で
検
討
し

て
い
た
だ
く
。

文
化
財
の
保
護

は
行
政
の
責
務

で
あ
る
こ
と
は
法
律
に

も
謳
わ
れ
て
い
る
。
文

化
財
の
維
持
管
理
に
よ

る
補
助
金
支
出
と
政
教

分
離
は
ど
の
よ
う
に
解

釈
し
て
い
る
の
か
。

町
指
定
の
文
化

財
に
対
す
る
補

助
金
は
、
政
教
分
離
と

は
別
と
考
え
て
い
る
。

町
指
定
以
外
の
文

化
財
も
今
し
っ
か

り
整
備
し
て
お
か
な
い
と

後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は

難
し
い
も
の
が
あ
る
。
住

民
協
働
資
材
支
給
条
例
で

整
備
が
で
き
る
よ
う
に
検

討
で
き
な
い
か
。

非
常
に
価
値
あ

る
文
化
財
が
多

数
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
町
長
部
局
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

上総合運動公園の中にある、
観音堂（観世音菩薩）

岡原小学校運動会での岡原音頭

問

問

問問

教
育
長
　

教
育
長
　

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長 う

た

合
併
し
て
間
も

な
く
町
民
の
一

体
化
に
は
「
あ
さ
ぎ
り

町
歌
」
と
「
あ
さ
ぎ
り
町

音
頭
」
の
制
定
が
有
効

で
は
な
い
か
。
と
質
し

た
が
、「
あ
さ
ぎ
り
町
音

頭
」
の
制
定
は
で
き
て

い
な
い
。
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
民
が
一
体
と

な
る
方
策
と
し

て
「
あ
さ
ぎ
り
町
音
頭
」

は
有
効
だ
と
考
え
る
。

前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問教
育
長
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一
般
質
問

受動喫煙対策の対応は

豊永　喜一　議員
とよなが　   き  いち

受
動
喫
煙
対
策

の
強
化
を
目
的

と
し
た
健
康
増
進
法
の

改
正
で
、
７
月
か
ら
病

院
や
教
育
機
関
な
ど
は

敷
地
内
が
「
原
則
禁
煙
」

と
な
る
。
あ
さ
ぎ
り
町

で
は
、「
健
康
と
幸
福
」

を
最
大
の
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
が
一
方
で
は
、

あ
さ
ぎ
り
町
は
全
国
で

も
有
数
の
葉
た
ば
こ
産

地
で
も
あ
る
。
又
貴
重

な
自
主
財
源
で
あ
る
た

ば
こ
税
は
、
年
間
約
８,

０
０
０
万
円
程
あ
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
責
務

と
し
て
、
望
ま
な
い
受

動
喫
煙
が
生
じ
な
い
よ

う
、
受
動
喫
煙
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
を
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
推

進
す
る
よ
う
努
め
る
と

あ
る
が
、
具
体
的
な
対

応
は
。

葉
た
ば
こ
生
産

の
町
と
い
う
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
段
階

的
に
対
応
し
て
い
く
。葉

た
ば
こ
生
産
農
家
の
気

持
ち
が
萎
縮
し
な
い
よ

う
、
最
大
の
努
力
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

７
月
か
ら
の
施

行
で
は
行
政
機

関
の
庁
舎
等
、
学
校
児

童
福
祉
施
設
も
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
現
状
は
。

本
庁
舎
は
建
物

内
禁
煙
と
し
て

い
る
。
屋
上
と
敷
地
内

（
屋
外
）
に
喫
煙
で
き
る

場
所
を
設
け
て
い
る
。

各
支
所
に
つ
い
て
は
、

屋
内
は
す
べ
て
禁
煙
、

屋
外
に
喫
煙
す
る
場
所

を
設
け
て
い
る
。

小
・
中
学
校
で

の
対
応
は
、
敷
地

内
禁
煙
が
免
田
小
学
校
。

建
物
内
禁
煙
が
そ
の
ほ

か
の
小
中
学
校
。
建
物

外
に
喫
煙
設
置
場
所
を

決
め
て
い
る
状
況
。

７
月
か
ら
の
具

体
的
な
対
応
は
。

２
月
22
日
に
政

令
、
省
令
が
交
付

さ
れ
た
。
18
の
区
分
に

分
か
れ
た
各
関
係
法
律

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る

施
設
を
定
め
た
も
の
。

省
令
に
よ
っ
て
屋
外
に

受
動
喫
煙
を
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
と
い

う
条
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。標
識
を
設
置
す
る

義
務
は
あ
る
。そ
の
標
識

が
容
易
に
す
べ
て
の
人

が
、
識
別
で
き
る
よ
う
な

場
所
に
掲
示
。  

ま
た
喫

煙
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
あ
る
、
旨
を
記

載
し
た
標
識
で
あ
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
庁
舎
を
利
用
す

る
方
が
通
常
立
ち
入
ら

な
い
場
所
に
設
置
す
る

と
い
う
義
務
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
措
置
義
務

を
遵
守
し
な
が
ら
、
特

定
の
喫
煙
場
所
を
設
け

る
よ
う
検
討
を
進
め
て

い
く
。

企
業
の
農
業
参
入
に
つ

い
て そ

の
他
の
質
問

現在の本庁舎屋外喫煙所

問

問

問 町
長

総
務
課
長

総
務
課
長

教
育
課
長
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町の暮らしの
ハンドブック
作成を

ふ
る
さ
と
寄
付
金
を
活
用
し
た

今
後
の
事
業
の
展
開
と
寄
付
者
へ
の
報
告
は

加賀山　瑞津子　議員
か が や ま 　 　 み つ こ

（
仮
称
）

一
般
質
問

町
は
「
ふ
る
さ
と

寄
付
金
条
例
」
を

制
定
し
対
象
事
業
（
別
表

１
）
を
定
め
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
用
状
況
と
実
績
は
。

27
年
度
実
績
が

３,
６
０
０
万
円
、

30
年
度
は
５,
０
０
０
万

円
を
目
標
に
申
し
込
み

窓
口
を
増
や
す
な
ど
し

て
取
り
組
ん
だ
。２
月
で

５,
３
０
０
万
円
を
超
え

た
と
こ
ろ
。

23
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
の
寄
附
の

合
計
件
数
６,
９
２
５
件
、

金
額
は
１
億
６,
３
３
１

万
６,
９
９
８
円
で
そ
の

内
７,
０
０
６
万
９,
０
０

０
円
を
活
用
し
て
い
る
。

近
年
の
中
で
充

実
し
た
事
業
は
。

活
用
が
多
か
っ

た
の
は
「
親
子
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
子
ど
も

が
明
る
い
未
来
に
羽
ば

た
く
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
事
業
」
で
３,
１
７

５
万
８
０
０
０
円
。

寄
付
者
へ
の
報

告
、
町
政
だ
よ
り

や
議
会
だ
よ
り
の
送
付

の
検
討
は
。町
は
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
の
件
数
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。

件
数
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い

な
い
。　

寄
附
い
た
だ
い

た
お
金
を
ど
う

活
用
し
た
か
を
お
知
ら

せ
す
る
事
は
、
返
礼
品
だ

け
で
な
く
町
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
繋
が
る
の
で
は
。

町
と
の
縁
が
そ
の

後
も
繋
が
っ
て

い
く
と
い
う
取
り
組
み

は
非
常
に
大
事
な
と
こ

ろ
。毎
年
あ
る
い
は
時
々

町
を
選
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
方
を
見
極
め
る

仕
組
み
を
や
っ
て
み
る

必
要
が
あ
る
。
ふ
る
さ

と
納
税
は
色
々
な
意
味

で
町
の
P
R
や
活
性
化

に
繋
が
る
と
思
っ
て
い

る
。

（１） 若者が残れる元気な産業が息づくまち
づくりに関する事業

（２） 健康づくりの輪が広がり、人がいきいき
と輝くまちづくりに関する事業

（３） 助け合いに満ち、安全・安心・快適が広
がるまちづくりに関する事業

（４） 親子の親顔が溢れ、子どもが明るい未来
に羽ばたくまちづくりに関する事業

（５） 地域のオンリーワンが輝き、人があふれ
あうまちづくりに関する事業

（６） 全各号に掲げるもののほか、町長が別に
定める事業

町
の
条
例
や
規

則
の
中
に
は
町

民
の
生
活
に
密
着
し
た

沢
山
の
情
報
が
網
羅
さ

れ
て
い
る
が
、
一
般
町

民
の
方
に
は
内
容
が
理

解
し
づ
ら
い
点
が
あ
る
。

町
民
に
分
か
り
や
す
く
、

み
ん
な
が
恩
恵
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
「
暮
ら

し
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
全
戸
配
置
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

町
で
も
28
年
に

１
度
作
成
し
た

事
が
あ
る
。
来
年
度
の

作
成
を
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
。

回
覧
な
ど
は
重

要
な
情
報
を
必

要
と
す
る
家
族
が
目
に

留
め
る
前
に
、
次
に
回

し
て
し
ま
う
事
も
多
く

「
該
当
す
る
申
し
込
み

期
限
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
」
と
い
う
町
民
の
声

も
あ
る
。
こ
の
様
な
事

を
防
ぐ
た
め
に
も
「
暮

ら
し
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

は
必
要
で
は
。

町
か
ら
お
金
を

支
出
せ
ず
に
、
ス

ポ
ン
サ
ー
を
募
っ
て
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
る
方

法
も
あ
る
。
前
回
の
も

古
く
な
っ
た
の
で
こ
の

機
会
に
見
直
し
て
い
く
。

熊
本
市
生
活
便
利
ブ
ッ
ク

対策事業　（別表１）

あさぎり町寄付金条例
（H２０.６.２０）

問

問

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

企
画

財
政

課
長

企
画

財
政

課
長

企
画

財
政

課
長

企
画

財
政

課
長

も
う
ら
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小
・
中
学
校
の

　
環
境
へ
の
取
り
組
み
は

丸池リュウキンカの管理状況は

皆越　てる子　議員
みなこし

丸
池
リ
ュ
ウ
キ

ン
カ
の
管
理
状

況
は
。

29
年
度
途
中
迄

は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
管
理
し
、

30
年
度
は
造
園
業
者
に

周
辺
の
草
刈
り
も
含
め

委
託
し
て
い
る
。

散
策
道
の
痛
み

が
は
げ
し
く
、
池

の
中
の
散
策
は
で
き
な

い
状
態
だ
が
。

朽
ち
た
散
策
道

に
つ
い
て
は
、
撤

去
す
る
方
向
で
考
え
て

い
く
。

町
指
定
の
天
然

記
念
物
と
し
て

昭
和
49
年
３
月
に
指
定

さ
れ
、
48
年
が
経
過
し
て

い
る
。  

も
う
少
し
予
算

を
か
け
て
周
辺
の
整
備

も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
指
定
の
文
化

財
で
あ
る
の
で
、

文
化
財
保
護
審
議
会
で

協
議
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
。

散策道の状況

毎日提供されている給食

30
年
度
に
、「
人

吉
球
磨
ク
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
ご
み
環
境
子

ど
も
作
品
展
」
優
秀
賞

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。

学
校
で
の
環
境
へ
の
取

り
組
み
状
況
は
。

学
習
指
導
要
領

に
も
位
置
づ
け

て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

道
徳
の
時
間
を
通
し
て

学
ん
で
い
る
。

町
民
課
と
し
て
は

出
前
講
座
の
開

催
、
町
主
催
イ
ベ
ン
ト

で
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
等
に
よ
り
環
境
へ

の
関
心
を
持
っ
て
頂
く

取
り
組
み
も
実
施
し
て

い
る
。

学
校
給
食
で
提

供
し
て
い
る
牛

乳
が
、
ビ
ン
か
ら
紙
パ
ッ

ク
に
変
わ
り
、
処
理
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
が
。

給
食
セ
ン
タ
ー

も
含
め
て
、
町
民

課
、
校
長
先
生
方
と
協

議
の
場
を
設
け
た
い
。

問問

問

問

問

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

町
民
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長
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◯
31
年
1
月
28
日（
月
）

　
水
上
村
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

へ
む
け
て
の
視
察
訪
問
が
あ
り
ま
し

た
。議
員
か
ら
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活

用
方
法
や
導
入
に
関
す
る
研
修
、
機

種
等
に
つ
い
て
、
ま
た
導
入
経
費
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
成
果
に
つ
い
て

等
熱
心
に
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
実

技
を
行
い
、研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
26
年
に
は
、
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
で

も
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
学
校
を
中
心
に
地
域
に
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
視
察
研
修
に

つ
い
て
は
5
月
に
さ
つ
ま
町
か
ら
も

訪
問
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

みなさんはタブレットをご存知ですか？みなさんはタブレットをご存知ですか？

水上村議会よりタブレット研修

アイパッド

　タブレットとはＩＰａｄを皮切りに広がってき

ているコンピューターの入力装置のひとつです。

　あさぎり議会では

（会議費用の節減）への取り組みとして、30年9月

議会からタブレットを活用した会議を行っていま

す。

　25年8月から議会で協議を始め、27年8月には先

進地研修として東京都立川市議会のタブレット活

用会議を全議員で視察。その後も活性化委員会で

の研修や若手議員での講習会参加等を経て導入を

進めてきました。

　タブレット活用のメリットは、紙媒体の膨大なさまざまな会議資料やいくつもの会議分を

ひとつに記載する事ができ、協議資料をカラーで何枚も添付できる事。又、文字や資料の詳細

部の拡大もスムーズにできて見やすい事。併せて例規集やインターネットの情報検索もでき

る事などがあります。

ペーパーレス会議

膨大な資料がこの
タブレットの中に
膨大な資料がこの
タブレットの中に

（19） 令和元年　5月発行

視察研修受け入れあさぎり町議会

３０年度 あさぎり町議会視察研修の受入れ 

30 年 11 月 14 日

　　　　11月 16 日

31 年  １月 28 日

長崎県川棚町議会運営委員会　　９名

宮崎県五ヶ瀬町議会　　　　　　８名

水上村議会　　　　　　　　　　９名

議会運営・議会活性化

タブレット研修

タブレット導入事業研修

議会運営委員会　加賀山　瑞津子

期　日 団　体　名 調査研修内容



　平成 31 年 3 月 20 日、御船町議会改革推進特別委員会　福永啓氏をあさぎり町議会議事堂に招

き「御船町議会活性化の取り組みについて」と題し講演会を実施した。御船町議会は県下においては

活性化の取り組み実績の先進議会であり興味深く話しを聞かせていただいた。議会基本条例も平成

22年に熊本県で最初に制定されている。「町民とともに歩む議会」「行動する議会」「開かれた議会」

の精神をもとに通年議会、あおぞら会議、モニ

ター、アドバイザー、議会報告会、議決事件の追過

が、主な条文であり、あさぎり町議会にはない（あ

おぞら会議）は町民のグループとテーマを決めて

意見交換を行い、出された課題については委員会

で協議を行っておられる（モニター制）は現在 6

名を委嘱し民意の収集に務めており、議員の資質

向上を目的に（議会アドバイザー）大学の先生を

お願いしてある。あさぎり町議会としても、より

議会改革を進めるために学ぶべき事が多くあっ

た。 より良い議会改革をめざして

模範的な問答で、具体的答え
欲しい。議会だよりと何ら変
わらない。

50代・男性

え？？広報誌が出してある
事を知らなかった。

20代・男性 出生祝い金も含め多くの子
育て支援はとても助かりま
す。子供たちがあさぎり町で
育っていくためには、出生祝
い金もありがたいですが小
学校、中学校入学の節目の時
に何かとお金がかかるので、
このときに祝い金が出る仕
組みもいいかもしれません。

40代・女性

おかどめ公園の遊具の改善
は是非進めて、子供たちの楽
しい場所にして頂きたいで
すね。

30代・女性

タイムリーにお知らせされ
る事は良いと思う。議員さん
たちの普段の活動なども出
してみては。

40代・女性

交流会議報告あさぎり町民と議会の
平成30年

度

良い取り組み、見やすかっ
た。 定例議会開催事に報告
会を行って欲しい。

40代・男性

写真配置と文面が合ってい
ないのでは。カタカナ文字を
高齢者が理解できるのだろ
うか。

30代・女性 仕事のために参加できず残
念でした。女性でも参加しや
すい日時で計画してほしい。
どんな事が話されたのかわ
かって良かったです。

50代・女性

冊子でくる『議会だより』よ
り、読みやすかった。

70代・男性

議会だよりは読まないが議
会報告会特集号は内容もボ
リュームも良かった。

60代・男性

文字のこまんか。どうせな
ら、もうちっとふとうせんば
見えん。

70代・男性

1月24日（木）　商工コミュニティーセンターポッポー館にて開催されました

町民の方の一言
町民の方の一言

特

集号

特

集号
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総務文教常任委員会研修（玉名市）

常
任
委
員
会
及
び
一
部
事
務
組
合
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◯
31
年
1
月
30
日（
水
）

委
員
会
視
察
研
修

　

玉
名
郡
南
関
町
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、「
小
学
校
運
動
部
活
動
の
社
会
体

育
移
行
に
つ
い
て
」
の
研
修
を
行
っ

た
。南
関
町
で
は
、
24
年
に
は
町
体
育

協
会
と
総
合
型
ク
ラ
ブ
が
合
併
し

「
N
P
O
法
人
A

－

L
i
f
e
な
ん

か
ん
」
を
設
立
。九
州
看
護
福
祉
大
学

と
の
連
携
、
指
導
者
バ
ン
ク
の
設
置

等
、
県
下
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
た
。
午
後
か
ら
は
玉
名

市
役
所
を
訪
れ
、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
導
入
ま
で
の
経
過
や
注
意

点
に
つ
い
て
」
の
研
修
を
受
け
た
。玉

名
市
は
、
17
年
10
月
に
1
市
3
町
で

合
併
。23
年
か
ら
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
を
開
始
し
、
27
年
に
は
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
、
28
年
に

は
建
設
部
門
に
営
繕
課
と
い
う
部
署

を
設
け
進
め
て
い
る
。
ま
ず
は
、
執
行

部
と
議
会
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
強

い
意
志
と
行
動
力
を
持
っ
て
や
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
。

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

◯
31
年
1
月
15
日（
火
）

 

介
護
認
定
審
査
会
・
障
害
認
定
審

査
会
の
運
営
改
善
に
つ
い
て

　

現
在
、
正
規
職
員
一
名
で
対
応
し

て
い
る
が
、
職
員
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
再
任
用
職
員
を
一
名
採
用

す
る
。

「
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
」

に
つ
い
て

　

30
年
9
月
よ
り
委
員
会
付
託
を
受

け
て
い
た
案
件
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
し
た
結
果
、
採
択
す
る
事
に
意
見

を
集
約
し
た
。

◯
31
年
2
月
19
日（
火
）

30
年
度
中
球
磨
幼
稚
園
施
設
整
備
工

事
の
繰
越
に
つ
い
て

　

当
初
計
画
で
は
、
30
年
9
月
に
工

事
入
札
・
契
約
・
着
工
を
行
い
、
翌

年
5
月
の
竣
工
予
定
だ
っ
た
が
、
完

成
予
定
は
31
年
8
月
20
日
、
総
事
業

費
は
1
7,
8
2
0
万
円
で
当
初
の
工

事
負
担
費
1
6,
3
0
8
万
円
よ
り

2,
3
7
6
万
円
増
と
な
り
、
翌
年
度

繰
越
額
は
1,
8
0
3
万
円
と
な
る
。

ま
た
、
園
名
を「
摩
耶
幼
稚
園
」と
改
名

す
る
。

29
年
度
関
係
施
設
指
定
管
理
委
託
料

の
返
還
金
に
つ
い
て

ま  

や

ヘルシーランド

温華乃遥温泉

生活支援ハウス

高山荘

２９７万円

２０９万円

４万円

１４万円

77万円

返 還

増 額

返 還

増 額

返 還

《関係施設指定管理委託料》

合　　計

（21） 令和元年　5月発行



幸野溝災害要望箇所現地調査

新庁舎建設　進捗状況 40％（4/15 現在）

病児・病後児保育施設「ホっと館」

◯
2
月
4
日（
月
）

幸
野
溝
、
百
太
郎
溝
、
災
害
箇
所

現
地
調
査

　

30
年
6
月
20
日
の
豪
雨
、
及

び
、
7
月
の
台
風
7
号
に
関
す

る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ

に
基
づ
く
調
査
。

有
機
セ
ン
タ
ー
現
地
調
査

　

堆
肥
撹
拌
機
入
れ
替
え
後
の

調
査
を
行
っ
た
。有
機
セ
ン
タ
ー

で
出
来
る
製
品
名
、〝
ア
ミ
ノ

ス
イ
ー
ト
〞
〝
ア
ミ
ノ
ス
マ
イ

ル
〞
が
31
年
1
月
29
日
に
熊
本

県
で
初
め
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
と
認
証
さ
れ
て
い
る
。

岡
留
公
園
現
地
調
査

　

遊
具
の
状
況
、
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
。
建
設
課
同
行
の
も

と
視
察
を
行
っ
た
。

◯
2
月
19
日（
火
）

30
年
度
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

30
年
度
（
補
正
）
担
手
確
保
・

経
営
強
化
支
援
事
業
に
つ
い

て
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

に
つ
い
て
。
町
道
宮
床
線
・
吉

井
亀
の
甲
線
交
差
点
改
良
要
望

書
審
査
報
告
書
内
容
に
つ
い

て
。
あ
さ
ぎ
り
町
水
道
布
設
工

事
監
督
者
の
配
置
基
準
及
び
、

資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
者

管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
。
以
上
5
つ

の
議
案
の
協
議
審
議
を
行
な
っ

た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

◯
2
月
27
日（
水
）

　

31
年
第
1
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
条
例
改
正
1
件
、
30
年
度
補

正
予
算
1
件
、
31
年
度
予
算
1
件

を
原
案
通
り
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。主
な
も
の
と
し
て
31
年
度

一
般
会
計
予
算
で
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
7
億
7,
0
0
0
万
円

と
し
、
う
ち
1
億
9,
0
3
7
万

円
は
、
庁
舎
建
設
に
係
る
継
続
費

と
し
た
。

　

現
在
、
消
防
庁
舎
建
設
の
進
捗

状
況
は
30
％
と
の
説
明
を
受
け
、

現
場
の
視
察
を
行
っ
た
。今
後
も

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
に
て
、
計

画
に
添
っ
た
建
設
が
進
め
ら
れ

る
様
、調
査
す
る
事
と
し
た
。

上球磨消防組合議会

  

○
３
月
４
日（
月
）　

　

第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
補
正
予
算
１
件
31
年
度
当

初
予
算
５
件
を
可
決
し
た
。
30

年
度
の
病
院
・
老
健
・
健
診
の

３
事
業
に
お
け
る
実
績
数
値
を

勘
案
し
、
収
益
総
額
42
億
２
５

４
万
円
、
費
用
総
額
44
億
９,
１

６
２
万
円
。２
億
８,
９
０
７
万

円
の
純
損
失
を
見
込
ん
で
の
予

算
編
成
と
な
っ
た
。
一
般
質
問

は
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
病
院

の
改
革
プ
ラ
ン
、
施
政
方
針
、
一

般
会
計
の
繰
入
金
に
つ
い
て
企

業
長
や
開
設
者
の
考
え
を
質
し

た
。
新
年
度
の
主
な
施
政
方
針

と
し
て
３
年
後
の
『
災
害
拠
点

病
院
』
の
指
定
を
目
指
し
整
備

を
行
う
。

公立多良木病院企業団議会
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汚泥汲取（バキュームカー）免田中継槽

◯
2
月
28
日（
木
）

　

第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

3
件
の
平
成
30
年
度
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
補
足
説
明
を
受

け
、
質
疑
、
裁
決
を
行
い
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
1
日
目
は

散
会
し
た
。

◯
3
月
27
日（
水
）に
開
催

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
3

件
の
31
年
度
当
初
予
算
は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。尚
、
錦

町
議
会
の
自
主
解
散
に
よ
り
、

議
案
第
7
号
31
年
度
一
般
会
計

経
費
の
負
担
金
の
総
額
、
議
案

第
9
号
負
担
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
。
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
の
2
議
案
を
撤
回
し
可
決

し
た
。

人吉球磨広域行政組合議会

　

県
内
の
全
市
町
村
で
つ
く
る

県
広
域
連
合
議
会
は
14
日
、
熊

本
市
中
央
区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

熊
本
で
定
例
会
を
開
催
。
31
年

度
一
般
会
計
予
算
な
ど
９
議
案

を
可
決
、
承
認
し
た
。医
療
費
を

含
む
療
養
費
関
連
予
算
は
、
前

年
度
比
14
億
３,
７
０
０
万
円

（
０
．５
％
）
増
の
２,
８
６
４
億

２,
１
０
０
万
円
。
75
歳
以
上
の

被
保
険
者
が
３
千
人
増
え
て
、

約
28
万
５,
６
０
０
人
に
な
る

見
込
み
の
た
め
。

　

国
が
低
所
得
者
の
保
険
料
を

軽
減
す
る
特
例
措
置
を
廃
止
す

る
の
に
合
わ
せ
て
、
19
年
度
は

現
在
９
割
軽
減
と
な
っ
て
い
る

人
の
割
合
を
8
割
に
、
20
年
度

は
現
在
8.
5
割
軽
減
と
な
っ

て
い
る
人
を
7.
75
割
と
す
る

条
例
案
も
可
決
し
た
。

熊本県後期高齢者医療広域連合議会報告　

　

３
月
17
日
植
樹
祭
（
兼

天
皇
陛
下
の
御
在
位
三
十

年
及
び
皇
太
子
殿
下
の
御

即
位
記
念
造
林
）
が
開
催

さ
れ
、
深
田
高
山
町
有
林

に
約
3
0
0
本
の
「
い
ろ

は
も
み
じ
」
を
議
員
も
参

加
し
て
植
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
本
大
学
薬
学
部

附
属
薬
用
資
源
エ
コ
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
協

力
で
西
日
本
で
は
め
ず
ら

し
い
「
カ
ラ
コ
ギ
カ
エ
デ
」

の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

町
の
新
し
い
名
所
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。

あ
さ
ぎ
り
町
植
樹
祭
へ

　
　
　
　
参
加
し
ま
し
た

あ
さ
ぎ
り
町
植
樹
祭
へ

　
　
　
　
参
加
し
ま
し
た
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★お願い★「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

編
集
後
記

編
集
・
発
行
責
任
者

広
報
調
査
特
別
委
員
会

議
　
長

徳
永
　
正
道

委
　

員
　

長

副
委
員
長

委
　
　
員

難
波
　
文
美

橋
本
　
誠

久
保
田
久
男

溝
口
　
峰
男

加
賀
山
瑞
津
子

市
岡
　
貴
純

このコーナーは町民の皆さまから議会に対する事や町への要望を寄稿していただき、作成しています。
議員が依頼に伺った際は、ご協力をお願い致します。

　
令
和
元
年
、記
念
す
べ
き
第

一
号
の
議
会
広
報
紙
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
尾

鷹
町
長
が
誕
生
し
新
た
な
時

代
を
迎
え
る
こ
と
に
町
民
の

方
々
の
期
待
は
大
き
い
も
の

と
思
い
ま
す
。議
会
は
、
新
た

な
執
行
機
関
と
相
互
に
緊
張

関
係
を
保
ち
な
が
ら
協
力
し

て
「
よ
り
良
い
町
づ
く
り
」
を

行
う
た
め
に
議
論
を
し
っ
か

り
と
行
い
町
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ま
い

り
ま
す
。今
後
と
も
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。ご
愛
読

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
溝
口
峰
男
）

時　代

農業を通して思う事

免田（八幡町）

北川　浩一朗さん

　私は深田に嫁に来て 10 年になります。4 人の子供にも恵ま
れ毎日子供達から元気をもらいながら過ごしています。嫁ぎ
先が農家で米、メロン、きゅうり、そして繁殖牛を飼っていま
す。農業という仕事に携わる中で改めて命の大切さ、たべもの
を無駄にしてはいけないという事を学びました。仕事はお父
さん、お母さん、主人と私でしていましたが、元気だったお母
さんを 2年前に亡くし、今は 3人で頑張っています。亡くなっ
たお母さんに恥ずかしくない作物づくりや牛の飼育をこれか
らも頑張っていきます。仕事をする中であさぎり町から色ん
な補助があるので本当に助かっています。
　今後も子育てや農業他様々な補助事業などを続けていって
もらえたらと思います。

深田（仁王）

橋口　由佳さん

き
た
ん

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
868-0422　

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1855

番
地

TEL（
0966）

47-0312・
FA
X（
0966）

47-0265
E-m

ail syoki-gikai@
asagiri.kum

am
oto.jp　

印
刷
：
㈲
町
田
印
刷

町内の方々に寄稿していただきました

町 民 の 声
聞かせて

　新年度を迎え、町の風景が真新しいランドセルや
少し大きめの学生服で彩られる中、私自身もどこか
フレッシュな気持ちで過ごすことが出来ています。
　さて、あさぎり町内の小学校では昨年度から、近隣
の小学校では今年度から長きに渡りこども達の育成
を支えてきた部活動が無くなり、本格的に社会体育
への移行が始まりました。こども達の協調性や運動
能力を高める機会、環境は大きく変わり、成長に欠かせない「健康な心づくりと健康な
身体づくり」に費やす時間は単純に少なくなりました。もちろん基本的な部分は学校
生活で教わることが出来ますが、保護者や地域のおとながこども達の夢や目標、未来
に今一度向き合う時代に突入したのだと思います。
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